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令和 3 年 11 月 29 日 

 

会社法第 794 条第 1 項に規定する開示書面（変更） 

 

東京都練馬区豊玉北五丁目 14番 6号 

新練馬ビル 

                        株式会社ブロッコリー 

                        代表取締役  高橋 善之 

 

当会社は、令和 3 年 12 月 1 日を効力発生日として、当会社を吸収合併存続会社、株式会社 LANTERN ROOMS

（以下「甲」といいます。）を吸収合併消滅会社とする吸収合併（以下「本合併」といいます。）につき、令和

3 年 10 月 25 日付けで会社法第 794 条第 1 項及び会社法施行規則第 191 条に基づき「会社法第 794 条第 1 項に規

定する開示書面」を備置しておりますが、令和 3 年 11 月 29 日付けで、甲の株主総会において、令和 3 年 8 月期

の計算書類等が承認されたことに伴い、開示事項に変更が生じましたので、会社法施行規則第 191 条第 7 号に基

づき、下記のとおり変更後の事項を開示いたします。 

 

記 

 

 

4. 吸収合併消滅会社についての次に掲げる事項（会社法施行規則第 191 条第 3 号） 

 

(1) 最終事業年度に係る計算書類等の内容 

 

別紙 1 のとおりです。 

 

(2) 最終事業年度の末日後の日を臨時決算日とする臨時計算書類等があるときは、当該臨時計算書類等の内

容 

 

該当事項はありません。 

 

(3) 最終事業年度の末日後に重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財産の状況に重要な影響を

与える事象が生じたときは、その内容 

 

該当事項はありません。 

 

 

以上 
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別紙 1 

 

吸収合併消滅会社の最終事業年度に係る計算書類等の内容 

（会社法施行規則第 191 条第 3 号イ） 

 

 
事  業  報  告 

   

( 自 令和２年９月１日 
至 令和３年８月31日 ) 

 

会社の現況に関する事項 
 

事業の経過及びその成果  

 当社が属するエンターテインメント業界におきましては、国内外の持続的なスマートフォンゲーム市場の成

長・国内家庭用ゲーム市場の順調な拡大を背景に、ゲームコンテンツ市場と関連するキャラクター市場は、世界

的にも長期的に高成長が続くと見込まれておりますが、令和２年に新型コロナウイルス感染症の感染拡大により

経済活動が停滞し、令和３年に入りましても、一部では持ち直しの動きが見られるものの、依然として先行きが

不透明な状況が継続しております。 

  

 このような状況下におきまして、デザイン・イラスト制作業務、コンテンツの企画、開発、運営、配信に関す

るアドバイザリー業務などに取り組みました。 

  

 これらの結果、当事業年度の売上高は165百万円（前期比0.2％減）、営業損失１百万円（同104.6％減）、経常

損失１百万円（同108.5％減）、当期純損失２百万円（同115.6％減）となりました。 
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監査報告書 

 

 

令和２年９月１日から令和３年８月 31日までの第 11期事業年度の取締役の職務の執行に関して、本監査報告

書を作成し、以下のとおり報告いたします。 

 

１．監査の方法及びその内容 

私は、取締役及び使用人等と意思疎通を図り 、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会

その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説

明を求め、重要な書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年

度に係る事業報告及びその附属明細書について検討いたしました。 

さらに、会計帳簿及びこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類 

（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いたしま

した。 

 

２．監査の結果 

(1) 事業報告等の監査結果 

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。 

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。 

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果 

計算書類及びその附属明細書は、会社の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているも

のと認めます。 

 

令和３年 11月 18日 

 

株式会社 LANTERN ROOMS 

 

監査役 渡邉 朋浩    ㊞ 

 


